
今後の小中学校におけるＩＣＴを活用した学びについて 

  

１ 国が示すＧＩＧＡスクール構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 本市がＩＣＴ活用でめざす学びについて 

（１）ＩＣＴ活用による子どもたちにつけたい力－情報活用能力 

①情報収集力、情報整理力、情報発信力 

インターネットやプレゼンソフト等を活用し、インターネット等を用いて必要な情報を

収集したり、それらの情報を発信するために整理をしたりするなど、情報活用の実践力を育

成する。 

②プログラミング的思考力 

コンピュータを用いた活動だけでなく、学校における教科等横断的な取組を通して、論

理的に考える力を育成する。 

 

文部科学省「GIGA スクール構想の実現へ」（リーフレット）より



③情報モラルの必要性の理解 

 情報の収集、判断、処理、発信など情報を活用する場面において、他者や社会への影響を

考えたり、誤った情報に対する危険回避する判断力を育成したりするなど、情報社会で適

正な行動を行うための基になる考え方と態度を育成する。 

④ＩＣＴスキルの獲得 

  タブレット操作や文字入力の方法、マウス操作の仕方などの基本的な操作をする力を育

成するとともに、画像の保存や課題提出の方法などの個人の情報管理する力を育成する。 

 

（２）タブレット端末１人１台を活用した取組について 

  ①取組の趣旨 

   ○公正に個別最適化された学びを実現するための主体的で多様な学びの手段として活用 

   ○学校でも家庭でもシームレスに学ぶことができる学習環境 

 ②具体的方策 

（学校）○「SKYMENU Class」を活用した「一斉学習」「個別学習」「協働学習」 

    ○授業での課題解決や調べ学習、プレゼン資料作成に活用 

 ○オンライン学習教材「学んでE-net!」を活用した学習内容の定着 

 ○小学校におけるプログラミング教育（「四日市版カリキュラム」に基づく） 

 ○遠隔双方向型授業の実施 

  ・外部講師の講演、他の小中学校や海外等との交流 

  ・不登校や病気療養中の児童生徒に対する学びの保障 など 

（家庭）○課題解決や調べ学習に活用 

    ○オンライン学習教材「学んでE-net!」の活用 

    ○学校ホームページの配信動画の活用 

    ○学校ホームページによる課題提示及び提出 

  ③環境整備 

○全普通教室と特別教室６室に大型提示装置の導入（タブレット端末との連携のため） 

○全小学校へのＩＣＴ支援員の配置及びＩＣＴサポーターによる支援（令和２年度～） 

○校内ネットワーク環境の整備（校内無線ＬＡＮの設置） 

○インターネット環境が整っていない家庭等にWi-Fiルータを貸与 

○ＩＣＴ推進校として小学校３校を指定し、ＡＩドリル(自己採点機能)等の活用及び検証 

 

（３）今後の方向性について 

学校における取組と家庭学習との連携を強化し、学習内容の理解や定着を図ることを目 

的とし、タブレット端末の持ち帰りを行う。具体的には以下のような活用の方法について検

討を進めていく。 

   （方法）週末（土日）や祝日、長期休業におけるタブレット端末の家庭への持ち帰り 

   （内容）家庭学習（課題提示、課題提出）、家庭（保護者及び児童生徒）との連絡、 

課題解決や調べ学習、オンライン授業等を通じた情報活用能力の育成 

   （環境整備）クラウドの利用を検討 

 



３ 小中学校におけるオンライン授業について 

○学校及び家庭におけるインターネット環境整備について 

タブレット端末配備計画について 
                                        （台） 

 R1（導入済み） R2 
８月末（R2 当初） 10 月末（R1 補正） ３月末（R2 補正） 

小学校 １，４８０ １，８８５ １，９６１ １０，４６１ 
中学校 ０ １，８０５ ８３５ ５，１５０ 
小学校計 １，４８０ ３，３６５ ５，３２６ １５，７８７ 
中学校計 ０ １，８０５ ２，６４０ ７，７９０ 

備 考 小学校：1 校 40 台  小学校：2 学年分 
中学校：1 学年分 

小学校：１人 1 台分 
中学校：１人 1 台分 

 

４ オンライン授業実施に向けて 

（１）環境整備について  

 

＜Ｒ３．３まで＞ １０月末までに小学校２学年分、中学校１学年分を配備 

        ３月末までに１人１台分を配備 

 

 

 

 

 

 

                           

 

 

 

 

 

 

 
※１ 児童生徒１人１台のタブレット配備（３月末）までは、各家庭所有の端末（スマートフォン、パソコン、 

タブレット等）の使用について、保護者への協力を依頼する。 
※２ オンラインによる遠隔双方向型授業を実施するため、カメラ機能が付属していない端末しかない場合は、 

タブレット端末も貸し出す。 
  ※３ タブレット端末は、児童生徒の在籍する学校のものを貸し出す。 

 

 ＜Ｒ３．４～＞  １人１台タブレット端末持ち帰りが可能 

 

 

  ※４ Wi-Fiルータは、市より児童生徒の在籍校を通じて貸出 

 

インターネット環境あり インターネット環境なし 

児童生徒自身が使用で

きる端末等を使用※１ 

Wi-Fiルータ※４貸出 
タブレット端末※３貸出 

タブレット端末あり※２ タブレット端末なし 

Wi-Fiルータ※４のみ貸出 

児童生徒自身が使用できる端末なし 

（きょうだいで共有、保護者所有等） 
タブレット端末※３のみ貸出 

インターネット環境なし Wi-Fiルータ※４の貸出 



（２）四日市版オンライン授業の取組方法について 

   本市では、以下の四日市版オンライン授業モデルに基づき、オンライン授業に取り組む。 

 

 ＜四日市版オンライン授業モデル図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 朝の会（健康観察等） 

Zoom 

学校 

オンライン授業 

リアルタイム 

ミーティング 

ホワイトボード 
機能 

Zoom 

②学校ホーム 
ページの活用 

ホーム 
ページ 

課題・質問提出 

動画配信・課題配付 

ホーム 
ページ 

 

動画視聴、個人学習 

自主学習ノート 

①オンライン教材 
「学んでE-net!」 
「iプリントの活用」 

『ｉプリント』 

自主学習ノート 

カメラ 
機能 

写真撮影 

振り返り 

自主学習ノート 

『関連プリント』 
『標準・発展プリント』 

学んで 

E-net! 

学んで 

E-net! 

③オンライン会議システム 
「Zoom」の活用 

家庭 



 

   

   〇ねらい…オンラインによる四日市市独自の学習教材を活用し、児童生徒の学習習慣の定

着を図る。 

   〇「iプリント」とは 

「学んでE-net!」からダウンロード可能な本市採択教科書に準拠したプリント。端末

の画面を見ながらの学習とiプリントを印刷しての学習の併用が可能。 

   〇取組方法 

・該当学年の学習内容のiプリントに取り組む。（学習内容の定着） 

・該当学年以外の学習内容のiプリントに取り組む。（授業の振り返り、予習、復習） 

    ・学習内容の理解のために動画を視聴する。 

 

   

   〇ねらい…各校ホームページを活用し、学校と家庭との連絡、児童生徒の課題提出、学習

に係る動画配信等、単方向の仕組みを活用しながら学習内容の理解を深める。 

   〇取組方法 

ア．授業動画の配信 

・課題提示…ノートやiプリントに考えを整理するなど、自分で学習を進める。 

・学習内容の解説…解説を見ながら学習内容の理解を深める。 

    イ．課題提出 

     ・児童生徒が、自分の学習したノート、iプリントの画像等を、各校ホームページ上に

設置されたフォルダにアップし、それを教員がチェックする。（ただし、個人にIDや

パスワードが設定されるため、他の児童生徒は閲覧不可） 

ウ．家庭との連絡 

     ・次の日の予定などの連絡や学校通信、学年通信等による連絡などを配信する。 

 

   

○ねらい…オンライン会議システム Zoom を利用し、同時双方向型での授業を行うことで、     

臨時休業または学級・学年閉鎖、出席停止等、一定期間、学校における教育活

動が停止した際に、児童生徒の健康状態の把握及び学びの継続を行う。 

○取組方法 

ア．健康観察の実施 

 ・臨時休業期間等の際に、毎日、決まった時間（朝の会など）に健康状態を確認する。

接続する時刻や時間については、各校で設定する。 

    イ．オンライン授業の実施 

課題提示－（オフラインで自分の考えを整理）－ノート等提出－意見交流等－（オ

フラインで授業の振り返り）といったように、オンラインとオフラインを場面によっ

て使い分けたオンライン授業を実施する。意見交流等においては、ホワイトボード機

能も活用する。 

 

①オンライン教材「学んでE-net!」「iプリントの活用」 

②学校ホームページの活用 

③オンライン会議システム「Zoom」の活用 


